


誰かのために。スキルを活かして。

高齢者が活躍する未来に、

ともに向かいたい。

地元のショッピングセンターに行くと、ベンチに腰掛けたまま、長時間ぼー

っとしている高齢者の方をよく見かけます。デイケアセンターで行われてい

るお楽しみプログラムは、マンネリ化したものです。超高齢社会だといわれ

る現代。高齢者人口は増えているのにもかかわらず、高齢者がいる環境は明

るく充実した環境だとは、決して言えないのではないでしょうか。

彼らがワクワクしながら参加できるものが、必要です。職場や家庭で培って

きたスキルを活かせる場も、必要です。高齢者を対象に実施、そして他の地

域へも展開可能なプログラムを、何かつくれないかと、我々の取り組みはス

タートしました。

「 男 ・ 本気パン教室」や「 大人の洋裁教室」。いくつかのチャレンジを通して

気付いた、高齢者対象のプログラムにおけるポイントは大きくふたつありま

す。ひとつは、高齢者が自分自身よりも「 誰かのために頑張れる活動」であ

ること。周りの人から、地域から、期待され必要とされることが、彼らの大

きな原動力であると感じました。もうひとつは、「 そこで身につけたスキル

と、地域や社会とをつなぐ場」が不可欠だということです。プログラムを通

じて学んだことが、プログラム終了とともに役に立たなくなってしまっては

もったいない。プログラムを終えた人が、また別の場所で活躍できるように

したいと思います。誰かのために、高齢者が楽しみながら、未来へ向かう機

会をつくりたい。そこに、わたしたちもともに参加し続けたいと思います。

2018 年 3 月

デザイン ・ クリエイティブセンター神戸（ KI ITO）

副センター長　永田宏和
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現在の日本において、「 高齢者」と呼ばれる人は、

どれくらいいるか知っていますか？

答えは、約 3,460 万人*。

人口の３割近くが、65 歳以上となっています。

日本の高齢化は 2000 年をターニングポイントにぐっと進み、

さらに 2015 年には 「 団塊世代」が高齢者世代となりました。

2026 年には「 団塊ジュニア」、つまり団塊のこども世代が 50 代に。

このときにはもう、人口のじつに半分以上が

50 歳を超えている状態です。

このまま高齢化が進んでいけば、日本はどうなるのでしょうか？

高齢者人口が増えていくばかりで、労働人口は減っていく。

年金制度の破綻。介護不安。

高齢社会と聞いて出てくる話題に、

明るいものは見当たりません。

＊2016年現在

高 齢 化 の 進 む 今 、
社 会 を つ く っ て い る の は
若 者 よ り 高 齢 者
な の か も し れ な い 。
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高 齢 化 の 事 実 は
変 え ら れ な い が 、
高 齢 社 会 の あ り 方 は
変 え る こ と が で き る 。

新しい高齢社会、新しい高齢者のあり方を

つくっていかなければなりません。

高齢者は自分と、身の回りにいる人のために。

今はまだ高齢者でない人は、高齢者と自分が向かう未来のために。

高齢者としての生き方そのものを、みんなで考えたいのです。

たとえば何か、これまでとは違う生きる楽しみをつくること。

家族のなかに閉じてしまわない、人とのつながりをもつこと。

地域や周りの人も一緒にサポートしながら

仕組みをつくりたいと思います。

ひとつの成功モデルができれば、

同じ課題を抱える他の地域や国にも広めていくことが可能になる。

長寿先進国である日本の動きには、

世界も注目していると言われています。

年 を 取 る の が
こ わ い 社 会 は
未 来 へ 向 か う の が
こ わ い 社 会 で す 。

かつて、長生きすることは、

もっと嬉しいことだったのではないでしょうか。

還暦から古希、喜寿、傘寿と数えて長寿を祝う。

世界的に長寿の多い日本を誇りに思う。

長生きできること、長生きする人がいることを

もっと喜ぶ社会であったように思います。

しかし今の高齢社会で長生きすることには、

リスクや不安ばかりが目立っているようにも感じられるのです。

高齢者にとって、もっと続けたい人生があるように。

現在高齢者でない人にとっても、

自分たちが向かっていく未来を

もっと楽しみなものとできるように。

これまでとは異なる、新しい高齢社会が必要なのだと

私たちは考えます。
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1 0 0 年 生 き る こ と が
当 た り 前 に な っ た 、
現 代 の
新 し い 高 齢 者 。

昔に比べると、少しずつですが、

高齢者のあり方は変わってきていることがわかります。

たとえば 1963 年時に 100 歳以上の人口は

たったの 150 人ほどでしたが、2015 年には約 63,000 人。

半世紀の間に、人は 100 年生きるのが当たり前の時代となり、

多くの人が、高齢者として生きることを

強く意識するようになりました。

あるいは、最近高齢者の仲間入りをした団塊の世代は、

お見合い結婚の数を恋愛結婚が上回り始めた世代です。

横のつながりがフラットで、

友人関係を大切にする傾向があり、

これまでの高齢者よりも人とのつながりを

強く維持していけるかもしれない。

ポジティブな期待のできる変化がたくさんあります。
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か つ て 弱 者 と
言 わ れ た 人 こ そ 、
社 会 を つ く り か え る
力 を も っ て い る 。

ポジティブな変化は、生活習慣や趣味に関する

調査データにも現れています。

代表的なのは、健康や介護に関する考え方の変化です。

かつて高齢者は弱者であり、介護をしてもらうことが普通でした。

しかし現代では、介護を予防するという考え方が増加。

60 代以上で何かしらの介護予防を実践している人は、

8 割を上回ります。

また、人生を積極的に楽しむ傾向も強い。

9 割以上の人が食を楽しむことに前向きで、

退職金の使い方にもっとも多いのは国内旅行と、

とてもアクティブです。

これからの高齢者はただ守られるのではなく、

むしろ介護をする側にもなれるし、

自由に消費活動を楽しんで

経済を回す主体者にもなれるのではないでしょうか。
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自 分 の 人 生 を
つ く る 活 動 が
新 し い 高 齢 社 会 を
つ く っ て い く 。

高齢者のことがわからない。

私たちはまずその認識から出発し、

『 LIFE IS  CREATIVE 展』という活動を始めました。

2015 年には神戸で。2017 年には東京で。

そして今回、もっと多くの人と、この本を通じて、

手をとっていきたいと考えています。

これまでは高齢者自身が悩む問題、

あるいは家族の中での問題であった高齢者のこと。

それをもっと地域で、趣味のつながりで、日本全体で、

新しい高齢社会について考えていきましょう。

何かをつくったり、その活動の中でつながりをつくったりすることが、

これからの高齢社会をつくることにつながっているはずです。

そうすれば誰にとっても、年をとることは怖いことでなくなる。

そのときどきの自分の人生を愛し、

その先の未来を主体的につくっていくことができると、

私たちは信じています。
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「 職 」の あ と に 、
つ な が り を つ く る の は

「 食 」で し た 。1
男 ・本 気 の パ ン 教 室

ACTION PLAN
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LIFE IS CREATIVE展 ワークショップ「 男・本気のパン教室」
日程：	 2015年9月14日、9月16日、10月6日、10月17日
場所：	 サ・マーシュ（ 神戸市中央区山本通3-1-3）
	 デザイン・クリエイティブセンター神戸
講師：	 西川功晃（ サ・マーシュ／オーナーシェフ）
参加費：	無料
参加者：	6名
主催：	 デザイン・クリエイティブセンター神戸

「 男・本気のパン教室」
日程：	 2016年11月8日、11月18日、11月25日、12月2日、12月9日
場所：	 ケルン本社（ 神戸市東灘区御影中町1-8-1）、
	 カフェやすらぎ（ 東灘区青木3丁目 メイプル一番館）
講師：	 壷井豪（ ケルン／オーナーシェフ）
参加費：	無料
参加者：	6名
主催：	 NPO法人プラス・アーツ、デザイン・クリエイティブセンター神戸
共催：	 日本財団
協力：	 社会福祉法人 神戸市東灘区社会福祉協議会、東灘区役所、
	 西青木自治会、青木2丁目自治会

神戸での実施例

OUTLINE

家にこもる
シニア男性

「本気」の
パンづくり

身につけた技術で
“誰かのため”に作る

アウトプット

「パンじぃ」として
地域で活躍！

プロから
パンづくりの技術を学び
自分の腕を磨いていく。
「パンじぃ」誕生

ブランディング

「 男 ・本 気 の パ ン 教 室 」の 仕 組 み
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男・本気・パン

男・本気・パン

チラシ等で
公募

1

集まって
自己紹介

2

プロから
指導を受ける

3

自主練

4

カフェを
ひらいて
お披露目

6

発酵時間が
足らんな

水の量を
調整しよう

個々に
自宅でも
自主練…

イベントや
地域の
コミュニティカフェで
継続的に活躍

プロから
再度指導を
受ける
（フォローアップ）
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男性は、人とのつながりが、仕事を介した人とのものに偏りがち。地域の人

同士や同じ趣味を持つ人同士での接点をつくる機会の少ないことが、男性高

齢者の課題であったと思います。そこで生まれたのが、「 男 ・ 本気のパン教

室」。「 高齢者世代の男性がパン職人に学び、本気でパンをつくったら？」と

いうアイデアを発端として、パンづくりを学ぶことを通して高齢者男性同士

のつながりをつくり、パンづくりの技術で地域の人や家族を喜ばせる活動を

しよう、というものです。これまで 3 期にわたる教室を開講してきました。

教室としては、全 6 回程度。チラシやウェブサイトをつうじて受講生を募集

し、抽選で 6 名が「 パンじぃ」として活動を開始します。初回では趣旨や成

果発表までのプロセス説明、自己紹介などを行いました。2 回目以降はパン

職人の方を講師に指導をしてもらいながら、厨房で実際にパンづくりを行い

ます。講師のいない「 自主練」の回もあり、パンじぃ同士で力を合わせ、教

わったことを咀嚼しながら技術を上達させていきました。最終回では、成果

発表としてイベントを。パンじぃたちがつくったパンをカフェイベントで

提供し、様々な人に食べてもらいました。講座が終わっても、パンじぃとし

ての活動は終わらない。反省会をしたり、新メニューへの挑戦をしたりして、

それぞれの新たなパンづくりの楽しみを見つけています。

教 室 が 終 わ っ て も 、
パ ン じ ぃ と し て の 活 躍 が
つ づ く よ う に 。

実 施 ま で の 流 れ

WORKFLOW
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食べてもらいたい
気持ちが
完成度を高めていく。

全員ゼロから！
でも、本気で！

2

1
仕事の引退後、高齢者男性にはハードルが高かった地域活動への参加。しか

し逆に、参加者全員が同じスタートラインから協力し合えるチャンスでもあ

りました。「 パンの街」と言われる神戸で、自分たちが普段馴染みあるパン

をつくる。しかも講師は有名店の現役パン職人と心強い。家ではまったく料

理等の経験がなかった受講生たちも積極的に取り組み、結束力も強いチーム

としてスタートすることができました。

この企画の大きなポイントは、ただパンづくりを習うだけにとどまらず、身

につけたスキルで地域とのつながりをつくろうとしたことにもあります。パ

ンじぃたちのつくったパンは、最終回にカフェイベント（ 地域の施設など）

で提供 ・ 販売。「 美味しく食べてもらいたい」という気持ちで、みんながア

イデアを出し合い、一つひとつのパンへ強いこだわりをもって活動していま

した。

POINT

POINT

実 施 の ポ イ ン ト

POINT
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社会との交わりが大切だと娘から勧

められ、応募しました（ 笑）。この年

齢で新たに学べることが何よりも嬉

し か っ た で す。パ ン じ ぃ に な っ た こ

と は、人 生 の 中 で も 一 大 イ ベ ン ト だ

と 思 い ま す。今 で は 毎 日 の よ う に 家

でパンを焼いています。

募 集 チ ラ シ を 見 て 娘 が「 私 が 男 だ っ

た ら 参 加 し た い！」と 言 う の を 聞 い

て、応 募 し ま し た。家 族 が み ん な パ

ン好きだったのも理由のひとつです

ね。は じ め は 計 量 が と に か く 大 変 で

時 間 も か か り ま し た。失 敗 も た く さ

ん し ま し た が、い ま は つ く れ る レ シ

ピも増え、楽しさを感じています。

パンじぃ（ 1 期メンバー）・
佐々木昌作さん

パンじぃ（ 2 期メンバー）・
米田文隆さん

●ACTIO
N

 PLA
N

 1FEEDBACK 03

FEEDBACK 04

パンじぃは、
私の人生の
一大イベント。

楽しい！
計量も、
たくさんの失敗も。

参 加 者 の 声

参 加 者 は み ん な 生 き 生 き し て い て、

エ ネ ル ギ ー に も 驚 き ま し た。掛 け 声

を か け な が ら 動 い て く れ た の で、や

り や す か っ た で す。こ ど も と 同 じ よ

うにピュアな所がとても素敵ですね。

「 パンじぃ」がどんどん地域に広がっ

ていくことを願っています。

世代を問わないコミュニティ形成に

興 味 を 持 っ て い た の で、最 初 か ら と

ても面白い企画だと思っていました。

人生の先輩からいろいろお話を聞く

ことができ自分の社会に向ける視野

が 広 が り ま し た。こ の よ う な 活 動 は

長く続けてほしいですね。

１期パンづくり指導 ・
西川功晃さん
サ・マーシュ／オーナーシェフ

２期パンづくり指導 ・ 壷井豪さん
ケルン／オーナーシェフ

FEEDBACK 01

FEEDBACK 02

エネルギッシュで、
こどものように
ピュア。

パンづくりを教え、
人生の先輩から
学ぶ。

講 師 の 声

FEEDBACK
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 1●パンじぃのスキルアップ

地域で提供するパンもいつも同じでは、お客様も飽きてしまう。定期的に新

メニューを学ぶなど、パンじぃがスキルアップする場も継続的に必要です。

それには講師であるパン職人からの、継続的な支援も重要になるでしょう。

●チーム内でのバランス

受講生は 60-80 代と年齢の幅が広く、体力にも差がありました。受講生同

士で役割の負担が偏ることを気にしてしまう場面が見られたように思います。

各自ができることを理解し、互いにサポートしながらのチームビルディング

が求められます。

●続けるための無理のない活動

パンじぃたちの活動は地域からの注目を集め、取材を受けることも多くあり

ました。モチベーションアップにつながる一方で、受講生の負担が大きくな

ってしまうことも。無理なく、しかし目標を持って続けていけるペースを守

らなければと感じました。

●パンじぃだからできること

パン屋さんではなかなか取り組みにくい低糖質パンなど、パンじぃだからで

きるメニューを学ぶ。街中のパン屋さんと異なるチャンネルでのパンづくり

の可能性を探っていきたいと考えています。

次 へ の 課 題

NEXT STEP
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 リ メ イ ク で 生 ま れ 変 わ る の は 、
 服 だ け じ ゃ な い 。2

大 人 の 洋 裁 教 室

ACTION PLAN
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「 大人の洋裁教室」
日程：	 2016年10月23日、10月30日、11月3日、11月13日、11月20日
場所：	 デザイン・クリエイティブセンター神戸
講師：	 見寺貞子（ 神戸芸術工科大学芸術工学部ファッションデザイン学科 教授）、
	 丹羽真由美（ 神戸芸術工科大学芸術工学部ファッションデザイン学科 
	 助手）、韓先林（ フリーデザイナー）
参加費：	無料
参加者：	6名
主催：	 NPO法人プラス・アーツ、デザイン・クリエイティブセンター神戸
共催：	 日本財団
協力：	 神戸芸術工科大学芸術工学部ファッションデザイン学科 

「 大人の洋裁教室2」
日程：	 2017年7月2日、7月8日、7月15日、7月23日、8月6日
場所：	 デザイン・クリエイティブセンター神戸
講師：	 見寺貞子（ 神戸芸術工科大学芸術工学部ファッションデザイン学科 教授）、
	 丹羽真由美（ 神戸芸術工科大学芸術工学部ファッションデザイン学科 
	 助手）、韓先林（ フリーデザイナー）
参加費：	無料
参加者：	7名
主催：	 NPO法人プラス・アーツ、デザイン・クリエイティブセンター神戸
共催：	 日本財団
協力：	 神戸芸術工科大学芸術工学部ファッションデザイン学科

神戸での実施例

OUTLINE

表舞台にでる
他の人に教えたり
誰かのために

服をつくったりする

自分のためだけに
趣味で洋裁をしていた

シニア女性

講座をサポート
してくれている若者の
意見も聞く

自分の技術や
自分自身に自信を
もてるように

指導を受けたり、
参加者同士で
情報交換

「 大 人 の 洋 裁 教 室 」の 仕 組 み
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FA S H I O N  S H O W

チラシ等で
公募

1

集まって
自己紹介

2

講師から
指導を受けたり
参加者同士で
教え合って制作

3

講座の中で
発表

4

ヘアメイクもして
ファッションショーや
ポートレート撮影で
お披露目

5

終わらない
作業は
家で宿題…

大人の洋裁教室

大人の洋裁教室

●ACTIO
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N

 2

洋裁の技術を生かして洋服をつくり、おしゃれのセンスに磨きをかけ、毎日

の装いを楽しむことで、生き生きとした日々を過ごしてもらうことを目指し

開催した教室です。テーマにしたのは、「 和服のリメイク」。着なくなった着

物を洗ってほどき、反物に戻すところからのスタートでした。基本の型紙を

活かしながらオリジナルの型紙をつくります。素材を裁断、柄合わせの仕方

を学びながら縫い上げていきました。大切にしていたのは、洋服を仕立てる

プロセスを通し、古くなったものに新しい価値を見出すことです。今回の体

験を通して、ものの価値や、消費についても考えを巡らせました。

長年培ってきた技術はあっても、家の中で制作したものを誰にも見せず、着

ることもなくタンスの肥やしにしてしまっている人が多くいました。ここで

は、洋裁という同じ趣味で集まった参加者同士が、制作の過程で作品につい

て意見交換をしたり、技術を教えあうことで、さらに作品のクオリティを向

上させることができました。刺激し合って完成させた洋服を身にまとって、

ドレスアップして臨んだファッションショーやポートレート撮影では、参加

者全員が見事なファッションモデルへと変身。制作したものを「 お披露目す

る」というゴールを掲げることで、制作活動にもさらに力が入り、技術はも

ちろん、センスも飛躍的に向上させることができ、参加する前よりも自信に

満ち溢れた彼女たちに出会うことが出来ました。

い く つ に な っ て も
お し ゃ れ で 素 敵 に
い た い も の 。

実 施 ま で の 流 れ

WORKFLOW
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制作のゴールとなる
晴れの日をつくる。

あえて難易度の高い
技術 ・デザインに
挑戦する。

2

1
ワークショップは、着物をほどくところから始めます。反物に戻すための作

業をしたり、自分の身体に合うように型紙を微調整したりと、専門的で細や

かな過程を繰り返しました。難しい工程を一緒に乗り越えるたびに、受講生

たちにはチームワークが芽生え、誰かがつまずいたら誰かがフォローする、

という関係性ができ、全員がクオリティの高いものを完成させることができ

ました。

ワークショップの最後には、プロによるヘアメイクを施し、ドレスアップし

て、ファッションショー出演やポートレート撮影を行い、受講生のみなさん

の装いや美容に対しての意識は大きく変化しました。お披露目の場があると

いうだけで、制作にはより力が入り、普段は妥協してしまいそうな工程にも

こだわりが出てくるなど、洋裁の技術がさらに磨かれるきっかけになったよ

うでした。

POINT

POINT

実 施 の ポ イ ン ト

POINT
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参 加 者 の 声

洋裁教室に参加してファッションシ

ョ ー に 出 た あ と、友 人 た ち か ら「 洋

裁 サ ー ク ル の 先 生 を や っ て よ！」と

誘 い が あ り ま し た。い ま は 13 名 の

仲間たちと一緒に楽しく活動をして

い ま す。新 し い 自 分 に な る き っ か け

をいただけたことに感謝しています。

長年自己流で洋裁を続けてきました

が、き ち ん と し た 技 術 を 学 び た い と

思い参加しました。技術はもちろん、

装うことの魅力そのものも再認識で

き た 気 が し ま す。最 近、洋 裁 学 校 に

も 通 い 始 め ま し た。技 術 も お し ゃ れ

もさらに磨きをかけていきたいです。

「 大人の洋裁教室」参加者 ・
瀧川芙美子さん

「 大人の洋裁教室 2」参加者 ・
今駒有子さん

FEEDBACK 03

FEEDBACK 04

今まで想像もしなかった
自分に出会う、
特別な時間でした。

装うことを
ずっと忘れずに
いたいです。

講 師 の 声

FEEDBACK

大 人 の 洋 裁 教 室 は、フ ァ ッ シ ョ ン デ

ザ イ ン を 通 し て、高 齢 社 会 の お し ゃ

れで元気なリーダーを育てる場です。

洋 裁 技 術 を 趣 味 か ら 社 会 へ、着 物 を

現 代 に、デ ザ イ ン か ら エ コ や 伝 統 美

を 考 え ま し た。お し ゃ れ な 大 人 が 行

きかう神戸をつくりたいですね。

洋 裁 を 通 し て、生 活 の 中 で の も の づ

く り 楽 し ん で い た だ き た い。教 室 の

仲間を通じて技術をお互いに学んで

い た だ き た い。み な さ ん が 勉 強 出 来

る 場 と し て、い つ で も 集 ま っ て も の

づくりができるようになっていけれ

ばと思います。

見寺貞子さん
神戸芸術工科大学芸術工学部ファッションデザイン学科　教授

韓先林さん
フリーデザイナー

FEEDBACK 01

FEEDBACK 02

おしゃれの力で高齢社会
を元気に、若々しく。
活力を生む場です。

洋裁をきっかけに
輪は広がり、生活は
もっと豊かになる。
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 2●世代間の交流

ワークショップでは、若い世代の講師陣から、流行しているデザインやコー

ディネートを教わり、普段とは違ったイメージに挑戦できました。様々な世

代が互いに学び合えるワークショップとしたいと思います。

●その後の支援

自分の住む地域やコミュニティで、自らが講師となり、洋裁の技術を伝える

活動をしている受講生がいる一方で運営や広報などでは苦戦している様子。

活動をさらに充実させていくため、フォローアップの方法を模索しています。

●新たな技術の学び

洋裁は、洋服をより美しく仕立てようとすればするほど、高度な技術が求め

られます。制作を続けていく中で、受講生の方々の向上心が高まり、もっと

難易度の高い技術に調整したいという声が多く上がりました。好奇心をさら

に刺激する、新たなプログラムを模索中です。

●いつでも制作が行える場づくり

教室を終えてしまえば、また家にとじこもり、ひとりきりで制作していると

いう方もおられます。修了後も気軽に集まることができ、洋裁という共通の

趣味で語り合い、技術を教えあって切磋琢磨できる、アトリエのような場所

を提供したいと考えています。

次 へ の 課 題

NEXT STEP
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 高 齢 者 の た め の 情 報 を 、
高 齢 者 が 発 信 し な く て

 ど う す る 。3
o m u s u b i

ACTION PLAN
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地域情報誌『 omusubi』プロジェクト
地域の手と手を結ぶ、できごとメディア「 omusubi」神戸・東灘
発行：	 社会福祉法人神戸市東灘区社会福祉協議会
企画・制作：	デザイン・クリエイティブセンター神戸
編集・取材・執筆サポート：二階堂薫（ コピーライター）
デザイン：	 和田武大（ デザイナー／ DESIGN HERO）
発行：	 年1回／東灘区内全戸配布（ 約10万部）

第1号（ 2014年3月発行）
「 子育て中のママさん・パパさんに知っておいてほしいこと」
協力：甲南大学地域連携センター（ KOREC）　
写真：森本奈津美（ フォトグラファー）
第2号（ 2015年3月発行）

「 地域で活躍したいシニア男性に伝えたい取り組み」
第3号（ 2016年3月発行）

「 個性を認めて尊重しあい、地域で、共に生きる」
第4号（ 2017年3月発行）

「 防災に関する取り組みと災害時の要援護者」

神戸での実施例

OUTLINE

自分で街のことを取材。
カメラマンから技術を学んで
撮影もする

地域の広報誌「omusubi」に
自分が取材した
記事や写真が掲載

定年後、
地域参画の仕方が
わからない
シニア

シニアチームの
広報担当に！

写真の技術が
どんどん上達！

SNSで
日々発信！

「omusubi」
プロジェクト

「omusubi」を
きっかけに
地域で活躍！

情報の
「受け手」から
「送り手」へ

CAMERA

「 o m u s u b i 」の 仕 組 み
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社会福祉協議会

omusubi

地域のシニア

発
行

地域住民

クリエイター
KI ITO
（サポート）

取 材・ 編 集

取材・編集

地域の学生

omusubi制作チーム

発
信

発
信

発
信

POINT 2
「高齢者」と
「若者」を
むすぶ

POINT 3
「区社協」と
「地域」を
むすぶ

POINT 1
「地域」と
「自分」を
むすぶ

情報の
送り手

情報の
送り手

既存の
区協会だよりを
リニューアル
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『 omusubi』発行のきっかけは、2011 年から 2012 年にかけて行ってい

た、「 孤独死」をテーマとしたゼミでした。ゼミの活動の一環として発足し

たのが、「 見守りマガジン」と題したプロジェクト。高齢者に必要な情報を

伝えるため、わかりやすく手に取りやすい情報誌をつくることを目指しまし

た。ゼミ終了後の 2012 年の 1 月と 3 月には、トライアル誌を神戸市東灘区

で発行しています。

トライアルが神戸市内における社会福祉協議会の相談員など、福祉の現場

で情報誌をつくっている方々に非常に好評であり、新たに「 情報誌のデザイ

ン」をメインテーマに据えた講座を開講。伝えることの大切さを意識し、読

者視点で地域の福祉情報を発信していくことになりました。ここで本格的に

omusubi がスタート。東灘区社会福祉協議会が発行していた区社協だより

をリニューアルする形で、年 1 回の発行が決定しました。

サポートには、ゼミのときから関わっていたプロのコピーライターやデザ

イナーの方を。取材や撮影、記事の執筆などは、地域の高齢者と大学生が編

集のチームを組み、自分たちの手で行いました。過去 4 回、「 高齢者の男性」

「 子育て」などをテーマに発行しています。現在は方針変更のため休刊とな

っているものの、福祉情報を身近なものにする活動を行うことができました。

読 者 だ っ た 人 が つ く る 。
究 極 の「 読 者 目 線 」。

実 施 ま で の 流 れ

WORKFLOW
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プロに学んで
私がつくる、
まちの情報誌。

自分たちで
取材して、発信する。
だからもっと、
知りたくなる。

2

1
たとえば、高齢者や子育て、共生、防災。さまざまな福祉の取り組みをより

わかりやすく伝えていくための、東灘区社会福祉協議会による広報紙制作プ

ロジェクトが omusubi です。これまではたんに情報を受け取るだけだった

地域の方たちが、編集チームとして、自分たちで取材し、編集し、発信をする。

これまで以上にまちに対して興味をもつ足がかりとなりました。

取材や記事の執筆は、地域の高齢者たちと甲南大学や神戸国際大学などの学

生で結成された編集チーム。コピーライターやデザイナー、カメラマンなど、

その道のプロから編集や取材などのコツを教わり、現場でのリアルな声や体

験を大切にしました。プロのサポートがあることで、情報誌としての質が向

上するとともに、編集チームのメンバーもそれぞれがスキルを得ることがで

きました。

POINT

POINT

実 施 の ポ イ ン ト

POINT
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参 加 者 の 声

仕 事 一 辺 倒 だ っ た 僕 が、何 か し な け

れ ば、と 参 加 し た「 omusubi」。知

らなかった地域を知ることは楽しく、

「 地域でいつまでも現役でいたい」と

昔は想像もしなかった気持ちに。

自分の暮らす地域に目を向けること

で、自 分 た ち の 暮 ら し は 自 分 た ち の

手でつくっていくのだと感じました。

いろんな世代と出会える地域の行事

に積極的に参加していきたいです。

omusubi は 様 々 な 世 代 の 方 と 出 会

い、地 域 に 知 っ て い る 顔 が 増 え て い

く の が 楽 し か っ た で す。継 続 し て い

く こ と が 大 事 だ か ら、ぜ ひ 今 後 も 続

く情報誌であってほしい。

北岡 裕さん

中山諒子さん
甲南大学文学部社会学科2回生

都築郁子さん

FEEDBACK 04

FEEDBACK 06

FEEDBACK 05

地域の情報でつながると、
暮らしが豊かになる。

多世代の交流は、地域の
居心地をよくしてくれる。

お互いに見守りあって
暮らす輪をつくりたい。

講 師 の 声

FEEDBACK

大 学 生 の セ ン ス と 行 動 力。地 域 の シ

ニ ア 世 代 の 経 験 と 人 間 力。そ し て プ

ロ の ク リ エ イ テ ィ ブ。さ ま ざ ま な 力

が結集したのが「 omusubi」。つくる

時間が、人と人、心とを結んでいます。

デザインの工夫を実感してもらうこ

と。地 域 の 事 を 自 分 事 と し て 考 え る

キッカケをつくること。

講師 ・ 二階堂薫さん
コピーライター

鎌田あかねさん
東灘区社会福祉協議会

講師 ・ 和田武大さん
デザイナー／ DESIGN HERO

FEEDBACK 01

FEEDBACK 03

FEEDBACK 02

優しく、厳しく
先生として、黒衣として。

多くの人の、
多くの力が心を結ぶ。

編集部メンバーの
イメージが、
カタチとなる手助けを。

主 体 は、地 域 の シ ニ ア と 大 学 生 ＆ 東

灘 区 社 会 福 祉 協 議 会 の 担 当 者。制 作

の 過 程 を 支 え る 黒 衣 に 徹 し ま し た。

これからは取り組みが自走する方法

の確立が必要です。
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 3●いろんな世代が、ともに取り組める仕組みとは？

さまざまな世代が関わることは、多くの視点での情報誌づくりができるメリ

ットがある一方で、活動時間や連絡方法、記事での言葉の使い方、まちに対

しての関わり方など、それぞれの目線やスタンスを合わせるのに時間を要す

るという課題が見えてきました。

●学んだことは、omusubi 以外でも使っていける。

「 omusubi」で学んだスキルは、個人が「 omusubi」以外でも活かしていける

はずです。ライティング、デザイン、撮影。高齢者や学生が地域で学んだこと

が、また、地域の別の活動につながる場をつくることもできると考えています。

●「 伝える」に困っている人たちへ。

市内の社会福祉協議会で、同じく広報誌をつくっている方たち向けに「 伝え

る」をテーマにしたプログラム「 omusubi 講座」も実施。「 omusubi」は

情報誌の制作のみにとどまらず、そこでのノウハウを広めていくことも、地

域への貢献につながるということを見つけました。

●次のomusubi のかたち。

「 omusubi」は 4 年間発行した後、現在は休刊中。編集チームのメンバーか

らも継続を望む声があり、発行し続ける仕組みや福祉を地域の方たちがより

身近に感じるための、次のかたちを模索しています。

次 へ の 課 題

NEXT STEP
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誰 か に と っ て の 楽 し み が
誰 か に と っ て の

 学 び に も 変 わ る 場 所 。4
ふ れ あ い オ ー プ ン 喫 茶

ACTION PLAN
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「 ふれあいオープン喫茶」
日程：	 2012年3月25日
場所：	 神戸市須磨区 竜が台住宅団地 集会所
参加費：	無料（ 飲食は有料）
主催：	 神戸市保健福祉局
協力：	 ふれあい喫茶運営ボランティア「 お花畑」、
	 きたすまあんしんすこやかセンター、神戸市須磨区社会福祉協議会、
	 サタケシュンスケ（ イラストレーター）、
	 白本恵美（ テキスタイルデザイナー）

「 ふれあいオープン喫茶＋（ 研修×トライアルイベントの実施）」
日程：	 2016年1月15日、2月9日、3月5日、3月29日
場所：	 神戸市垂水区役所大会議場、ベルデ名谷集会所、
	 ベルデ名谷旧デイケアセンター 
参加費：	無料（ 飲食は有料）
主催：	 ほっとかへんネットたるみ（ 垂水区社会福祉法人連絡協議会）、
	 神戸市垂水区社会福祉協議会
協力：	 デザイン・クリエイティブセンター神戸、神戸学院大学Shark Family、
	 和田武大（ デザイナー／ DESIGN HERO）、
	 藤原幸司（ デザイナー／ 4S DESIGN）

神戸での実施例

OUTLINE

カフェの
運営にも

参加するように

別のカフェや
地域のイベントにも参加して

地域デビュー！

カフェをきっかけに
集会所や地域の交流の場にも

積極的に参加！

家にこもる
シニア

普段は大人の
顔見知りがいない

こども

他の
こどもたちも
誘ってきて
くれるように

ふれあい
オープン喫茶

「 ふ れ あ い オ ー プ ン 喫 茶 」の 仕 組 み
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ふれあい
オープン喫茶
開催

5

開催場所を
決める

公民館？ 集会場？ 屋外？

1

企画を
地域に向けて
説明

2

喫茶の
方向性を
決める

3

広報活動

4

実施されているふれあい喫茶や
既存の場所、もしくは地域資源として
未活用の場所から選択

会場レイアウトは？

メニューは？

必要なツールは？

色々な人や団体が
関われるプラットフォーム
をつくる

学生 シニア店員 こども店員

ふれあい
オープン喫茶

ふれあいオープン喫茶

お客さんや
スタッフの声を聞いて
次回へいかす

●ACTIO
N

 PLA
N

 4

2011 年 の プ ロ ジ ェ ク ト 以 前 も、地 域 の ふ れ あ い を 目 的 と し た「 ふ れ あ い

喫茶」は、すでに存在していました。公民館や福祉センターなどを利用して、

低価格の飲み物やお菓子を提供する形のもの。喫茶を利用する人は 80 代が

中心で、運営スタッフは 60 代が中心でしたが、他の世代を巻き込み、さら

にふれあいを広げていきたいと考えていました。

そこで 2011 年に喫茶のリニューアルプロジェクトを開始。みんなが関わ

れる地域のプラットフォームの役割を担えるものにしようとしました。たと

えば、ちょっとしたこと。喫茶のテーブルクロスやエプロンのデザインを意

識してみたり。地域団体の活動発表の場として利用できるよう、積極的に促

してみたり。地域のこどもがスタッフになってみたり。少しずつ地域の中で、

喫茶をみんなにオープンなものへと生まれ変わらせたのが、「 ふれあいオー

プン喫茶」です。

そこから、じつに 7 年が経ちました。使われなくなった集会場を復活させよ

うと行われた喫茶、大学内の子育てサロンで開催する喫茶、こどもたちが高

齢者を招待する形式の喫茶、高齢者男性がオーナーになる喫茶、社会福祉法

人の研修プログラムとして実施された喫茶など。喫茶は地域にひらかれた場

として、様々な人が様々な企画を実施する空間となり、世代や立場を超えた

ふれあいを生む試みが行われつづけています。

高 齢 者 の 集 い の 場 所 か ら
ま ち に ひ ら か れ た 場 所 へ 。

実 施 ま で の 流 れ

WORKFLOW
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●ACTIO
N

 PLA
N

 4

その地域ならではの
必要な空間とは何か？

既存の居場所を残しながら、
オープンな場所に
つくりかえる。

2

1
高齢者の居場所であった、過去のふれあい喫茶。既存の喫茶は、コーヒーや

お菓子などが提供され、高齢者の居場所としては機能していました。しかし

喫茶に集うのも、運営するのも、高齢者しかいなかったのが実情。目指した

のは集える場所としてのあり方を残しつつ、色々な関わり方ができる喫茶で

あること。そして、まちにオープンな喫茶となることでした。

まちに対してオープンにしてみる。これは、地域の様々な団体や活動、世代

の人たちが使えるプラットフォームとして、喫茶を再構築してみる、という

ことでした。地域のこどもたちに「 こども店員」になってもらったり、イベ

ントの発表の場にしてみたり。地域で求められる要素を「 ふれあいオープン

喫茶」の場に組み込み、実現させていきました。

POINT

POINT

実 施 の ポ イ ン ト

POINT
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●ACTIO
N
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 4

参 加 者 の 声

み ん な で 集 ま っ て は し ゃ ぐ の が、こ

の 場 所 だ け だ と い う 人 も 多 い の だ

と 思 い ま す。最 初 は 知 ら な い 人 が 多

か っ た け ど、だ ん だ ん 仲 の い い 関 係

になって。そんなことも嬉しいです。

特にこどもたちの顔がわかるように

なってきたのがいいですね。

ベルデ名谷で開催する
「 ふれあいオープン喫茶＋」参加者・
仲村妙子さん

FEEDBACK 03 ただのゲームや
おしゃべりも、
本当に特別に
感じられる。

関 係 者 の 声

FEEDBACK

準 備 段 階 で は、地 域 の 方 に 想 い を 伝

える大切さや難しさを痛感しました。

そ れ で も 当 日 は、カ ラ フ ル に 彩 ら れ

た会場やスタッフの笑顔を見て、「 福

祉 」を 堅 い も の と と ら え て い た 自 分

の 気 持 ち が、ふ わ っ と 軽 く な り、楽

しむことができました。

2 年ほど続けてきて、地域の方にとっ

て、大 切 な お 出 か け の 場 所 と な っ て

い る の を 感 じ ま す。昔 着 て い た 洋 服

を 引 っ 張 り 出 し て、念 入 り に お 化 粧

をしてからいらっしゃるという方も

い ま す。ず っ と あ る、み な さ ん の 場

所として、継続していきたいですね。

桝一美紀さん
須磨区「ふれあいオープン喫茶」　参加団体 灘区社会福祉協議会

樋口勲さん
ベルデ名谷「ふれあいオープン喫茶＋」　参加団体
社会福祉法人みかり会、神陵台児童館館長

FEEDBACK 01

FEEDBACK 02

「 福祉」って
楽しいものなんだ！

大切な
「 お出かけの場」で
ありつづけたい。
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●ACTIO
N

 PLA
N

 4●日常 / 非日常のバランス。

あくまでベースにあるのは、ただ集える場所としての喫茶。ふれあいオープ

ン喫茶は、定期的に開催される「 お楽しみ」の場です。運営側のリソースも

考慮し、バランスをとりながらの開催が重要となります。

●まちの中で、多くの世代が関わる場をつくる。

こども店員がいることで、それまで面識もなかった高齢者の方とこどもたち

が普段からあいさつをするようになったり、寺子屋のような取り組みが始ま

ったり。自然とバラバラの世代が一緒にいて、顔見知りになる場として最適に

します。

●特別なものにしすぎない。

特別に豪華にしたり、プログラムをたくさん準備しなければならないものだ

と、継続が難しい。そうではなく、そこに行けば誰かがいて、いつ帰っても

いい、そんな気ままな場所としてまちの中にあり続けることが大事です。

●十人十色のふれあいオープン喫茶。

神戸市以外からも「 ふれあいオープン喫茶を開催したい」という声を聞きま

す。「 できそう」「 やってみたい」と思えるのは、大切なこと。自分たちのま

ちでは、何が求められているか？どうやってオープンな場にするのか？考え

る機会を増やしていきたいと思います。

次 へ の 課 題

NEXT STEP
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L I F E  I S  
C R E A T I V E
の あ ゆ み
高 齢 者 が、そ れ ぞ れ に 楽 し み、活 躍 で

き る 場 所 を つ く り た い。未 来 を 高 齢 者

と と も に つ く っ て い く こ と を 掲 げ て、

デザイン ・ クリエイティブセンター神

戸 (KI ITO) は、「 男・本気のパン教室」

や「 大人の洋裁教室」など、実践的なプ

ログラムをつくることに尽力してきま

し た。い く ら か の 活 動 を 通 し、次 に 感

じ た の は、も っ と 広 く 知 っ て も ら う た

めの活動も必要だということです。

そこで開催したのが、LIFE IS CREA-

TIVE 展。最初は 2015 年に神戸で、高

齢 者 の 方 々 へ 向 け て、取 り 組 み の 紹 介

を。2017 年 に は、高 齢 者 以 外 の 方 へ

も タ ー ゲ ッ ト を 広 げ、高 齢 社 会 の 現 状

やプログラムの詳細を知ってもらおう

と 東 京 で の 展 示 会 を 開 催 し ま し た。高

齢 社 会 の 問 題 は、高 齢 者 の み な さ ん 自

身 が 参 加 す る 問 題 で も あ る し、ま だ 高

齢者でない人が自分の未来の話として

考 え る 問 題 で も あ る。よ り 多 く の 人 が

人 生 に つ い て 考 え る、き っ か け を つ く

る 取 り 組 み と し て、こ れ か ら も 活 動 を

していきます。

2015 KOBE

2017 KOBE

2017 TOKYO
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